
(57)【要約】

【課題】　多段フォーカスを行う際の、画像の境界の不

連続的な変化を軽減する超音波撮像装置を実現する。

【解決手段】　重畳領域１１、２１、２２および３１の

境界をなす区切り線１２、２３、２４および３２位置を

、輝度を現す画素値、周波数スペクトルあるいは自己相

関関数等を用いた深さ方向の評価パラメータ値を算定し

、この評価パラメータ値が最も近似する深さ方向の位置

に設定することとしているので、輝度、周波数スペクト

ルあるいは自己相関関数値が最も近似する深さ方向位置

に区切り線１２、２３、２４および３２を設定し、ひい

ては、合成画像情報４０の境界をなす区切り線４２ある

いは４３の前後における、画質の不連続的な変化を軽減

することを実現させる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 内 部 の 深 さ 方 向 へ の 超 音 波 の 送 受 信 お よ び 前 記 送 受 信 の 前 記 深 さ 方 向 と 直 交 す る
走 査 方 向 へ の 走 査 に よ り Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 を 取 得 す る 際 に 、 前 記 超 音 波 の 送 信 時 に 深 さ 方
向 の フ ォ ー カ ス 位 置 が 異 な る 複 数 の 部 分 画 像 情 報 か ら 一 枚 の 合 成 画 像 情 報 を 合 成 す る 画 像
合 成 手 段 を 備 え る 超 音 波 撮 像 装 置 で あ っ て 、
前 記 部 分 画 像 情 報 は 、 深 さ 方 向 に 互 い に 重 な り 合 う 重 畳 領 域 を 有 し 、
前 記 画 像 合 成 手 段 は 、 前 記 重 畳 領 域 に 複 数 の 前 記 部 分 画 像 情 報 を 合 成 す る 境 界 を 設 け 、 前
記 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 を 、 前 記 部 分 画 像 情 報 ご と に 前 記 重 畳 領 域 の す べ て の 深 さ 位 置 で
評 価 パ ラ メ ー タ 値 を 算 定 し 、 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 前 記 部 分 画 像 情 報 の 深
さ 位 置 に 設 定 す る 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 は 、 前 記 重 畳 領 域 の 走 査 方 向 に 配 列 さ れ る 画 素 値 の 平 均 値 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 は 、 前 記 重 畳 領 域 の 走 査 方 向 に 配 列 さ れ る 画 素 値 か ら 算 出 さ れ る
周 波 数 ス ペ ク ト ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 は 、 前 記 重 畳 領 域 の 深 さ 方 向 の 自 己 相 関 関 数 値 を 、 走 査 方 向 で 平
均 す る 前 記 深 さ 位 置 ご と の 自 己 相 関 平 均 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音
波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 自 己 相 関 関 数 値 は 、 ノ イ ズ を 除 去 す る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 処 理 が 行 わ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 自 己 相 関 関 数 値 は 、 す べ て の 前 記 深 さ 位 置 の 平 均 値 が 差 し 引 か れ た 値 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ あ る い は ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 設 定 手 段 は 、 初 期 設 定 さ れ る 前 記 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 お よ び 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ
値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 の 位 置 の 間 に 、 前 記 境 界 を 手 動 で 設 定 す る 手 動 設 定 手 段 を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 設 定 手 段 は 、 前 記 重 畳 領 域 の 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 位 置 の 走 査 方 向
に 配 列 さ れ る 画 素 値 の 平 均 値 を 、 ２ つ の 前 記 重 畳 領 域 ご と に 算 出 し 、 前 記 平 均 値 が ２ つ の
前 記 重 畳 領 域 で 近 似 す る よ う に 前 記 部 分 画 像 情 報 の い ず れ か １ つ を 補 正 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 多 段 フ ォ ー カ ス （ ｆ ｏ ｃ ｕ ｓ ） を 用 い て 送 受 信 を 行 う 超 音 波 撮 像 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 撮 像 装 置 を 用 い た 被 検 体 の 撮 像 に お い て は 、 超 音 波 ビ ー ム （ ｂ ｅ ａ ｍ ） の 指 向 特
性 を 改 善 す る 目 的 で 、 複 数 の 探 触 子 エ レ メ ン ト （ ｅ ｌ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） を 、 遅 延 時 間 を も っ て
送 受 信 し 、 被 検 体 内 の 所 定 の 深 さ で フ ォ ー カ シ ン グ （ ｆ ｏ ｃ ｕ ｓ ｉ ｎ ｇ ） を 行 い 、 よ り 鮮
明 な 画 像 を 取 得 す る こ と が 行 わ れ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 深 さ の 方 向 の フ ォ ー カ シ ン グ 位 置 が 異 な る 複 数 の 画 像 を 取 得 し 、 こ れ ら 画 像 を 、
フ ォ ー カ シ ン グ 位 置 を 中 心 に 組 み 合 わ せ 、 さ ら に 鮮 明 な 一 枚 の 画 像 を 合 成 す る こ と も 行 わ
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れ る 。 こ の 多 段 フ ォ ー カ ス に お い て は 、 特 に 、 動 き の 少 な い 撮 像 部 位 に お い て 、 画 像 全 体
に 渡 っ て フ ォ ー カ ス さ れ た 鮮 明 な 画 像 が 取 得 さ れ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 岩 井 　 喜 典 、 外 ２ 名 著 、 「 医 用 画 像 診 断 装 置 」 コ ロ ナ 社 、 １ ９ ８ ８ 年 １
２ 月 ３ ０ 日 、 ｐ ． ２ １ ７ ― ２ １ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 背 景 技 術 に よ れ ば 、 フ ォ ー カ シ ン グ 位 置 が 異 な る 複 数 の 画 像 を 合 成
す る 際 に 、 こ れ ら 画 像 の つ な ぎ 目 で あ る 境 界 に お い て 、 画 質 が 不 連 続 的 に 変 化 す る こ と が
生 じ る 。 す な わ ち 、 画 像 の 輝 度 が 不 連 続 的 に 変 化 し た り 、 あ る い は 、 異 な る フ ォ ー カ シ ン
グ 位 置 に 起 因 す る 画 像 テ ク ス チ ャ （ ｔ ｅ ｘ ｔ ｕ ｒ ｅ ） の 不 連 続 的 な 変 化 等 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 、 こ の 境 界 の 不 連 続 的 な 変 化 は 、 被 検 体 お よ び 被 検 体 の 撮 像 部 位 に よ り 変 化 の 程 度
が 異 な り 、 オ ペ レ ー タ （ ｏ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｏ ｒ ） に と っ て 、 不 連 続 的 な 変 化 が 生 じ た り 、 生 じ
な か っ た り し 、 画 質 を 不 安 定 に す る 要 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の こ と か ら 、 多 段 フ ォ ー カ ス を 行 う 際 の 、 画 像 の 境 界 の 不 連 続 的 な 変 化 を 軽 減 す
る 超 音 波 撮 像 装 置 を い か に 実 現 す る か が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 背 景 技 術 に よ る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 多 段
フ ォ ー カ ス を 行 う 際 の 、 画 像 の 境 界 の 不 連 続 的 な 変 化 を 軽 減 す る 超 音 波 撮 像 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像
装 置 は 、 被 検 体 内 部 の 深 さ 方 向 へ の 超 音 波 の 送 受 信 お よ び 前 記 送 受 信 の 前 記 深 さ 方 向 と 直
交 す る 走 査 方 向 へ の 走 査 に よ り Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 を 取 得 す る 際 に 、 前 記 超 音 波 の 送 信 時 に
深 さ 方 向 の フ ォ ー カ ス 位 置 が 異 な る 複 数 の 部 分 画 像 情 報 か ら 一 枚 の 合 成 画 像 情 報 を 合 成 す
る 画 像 合 成 手 段 を 備 え る 超 音 波 撮 像 装 置 で あ っ て 、 前 記 部 分 画 像 情 報 は 、 深 さ 方 向 に 互 い
に 重 な り 合 う 重 畳 領 域 を 有 し 、 前 記 画 像 合 成 手 段 は 、 前 記 重 畳 領 域 に 複 数 の 前 記 部 分 画 像
情 報 を 合 成 す る 境 界 を 設 け 、 前 記 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 を 、 前 記 部 分 画 像 情 報 ご と に 前 記
重 畳 領 域 の す べ て の 深 さ 位 置 で 評 価 パ ラ メ ー タ 値 を 算 定 し 、 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も
近 似 す る 前 記 部 分 画 像 情 報 の 深 さ 位 置 に 設 定 す る 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 第 １ の 観 点 に よ る 発 明 で は 、 設 定 手 段 に よ り 、 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 を 、 境 界 を 共
有 す る ２ つ の 重 畳 領 域 で 、 深 さ 方 向 の 位 置 ご と に 算 定 さ れ る 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 、 最 も 近
似 す る 位 置 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 、 前 記 重
畳 領 域 の 走 査 方 向 に 配 列 さ れ る 画 素 値 の 平 均 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 第 ２ の 観 点 の 発 明 で は 、 設 定 手 段 は 、 重 畳 領 域 の 画 素 値 、 す な わ ち 輝 度 が 最 も 近 似
す る 位 置 に 区 切 り 線 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ３ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 、 前 記 重
畳 領 域 の 走 査 方 向 に 配 列 さ れ る 画 素 値 か ら 算 出 さ れ る 周 波 数 ス ペ ク ト ル で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 第 ３ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 設 定 手 段 は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル が 最 も 近 似 す る 位 置 に
区 切 り 線 を 設 定 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ４ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 、 前 記 重
畳 領 域 の 深 さ 方 向 の 自 己 相 関 関 数 値 を 、 走 査 方 向 で 平 均 す る 前 記 深 さ 位 置 ご と の 自 己 相 関
平 均 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 第 ４ の 観 点 の 発 明 で は 、 設 定 手 段 は 、 自 己 相 関 関 数 値 、 す な わ ち 冗 長 性 が 最 も 近 似
す る 位 置 に 境 界 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ５ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 自 己 相 関 関 数 値 に 、 ノ イ ズ を
除 去 す る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 処 理 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 第 ５ の 観 点 の 発 明 で は 、 自 己 相 関 関 数 値 は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 処 理 が 行 わ れ 、 ノ イ
ズ 成 分 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ６ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 自 己 相 関 関 数 値 が 、 す べ て の
前 記 深 さ 位 置 の 平 均 値 が 差 し 引 か れ た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 第 ６ の 観 点 の 発 明 で は 、 自 己 相 関 関 数 値 は 、 重 畳 領 域 の 画 像 に 含 ま れ る 臓 器 が 、 全
般 的 に 有 す る 成 分 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ７ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 設 定 手 段 が 、 初 期 設 定 さ れ る
前 記 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 お よ び 前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 の 位 置 の
間 に 、 前 記 境 界 を 手 動 で 設 定 す る 手 動 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 第 ７ の 観 点 の 発 明 で は 、 設 定 手 段 は 、 手 動 設 定 手 段 に よ り 、 初 期 設 定 さ れ る 境 界 の
深 さ 方 向 の 位 置 お よ び 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 の 位 置 の 間 に 、 境 界 を 手
動 で 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 ８ の 観 点 の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 前 記 設 定 手 段 が 、 前 記 重 畳 領 域 の
前 記 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 位 置 の 走 査 方 向 に 配 列 さ れ る 画 素 値 の 平 均 値 を 、 ２
つ の 前 記 重 畳 領 域 ご と に 算 出 し 、 前 記 平 均 値 が ２ つ の 前 記 重 畳 領 域 で 近 似 す る よ う に 前 記
部 分 画 像 情 報 の い ず れ か １ つ を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 第 ８ の 観 点 の 発 明 で は 、 設 定 手 段 は 、 境 界 の 位 置 で 、 合 成 画 像 情 報 の 輝 度 が 不 連 続
的 に 変 化 す る こ と を 防 止 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 設 定 手 段 に よ り 、 境 界 の 深 さ 方 向 の 位 置 を 、 境
界 を 共 有 す る ２ つ の 重 畳 領 域 の 、 深 さ 方 向 の 位 置 ご と に 算 定 さ れ る 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 、
最 も 近 似 す る 位 置 に 設 定 し 、 画 素 値 あ る い は 画 像 の テ ク ス チ ャ が 最 も 近 似 す る 位 置 で 画 像
の 合 成 を 行 い 、 合 成 画 像 情 報 の 境 界 の 深 さ 方 向 の 前 後 で 、 画 質 が 不 連 続 的 に 変 化 す る こ と
を 軽 減 し 、 画 質 の 不 安 定 さ を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 を 実 施 す る た め の 最 良 の
形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 超 音 波 撮 像 装 置 の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ
の 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 超 音 波 撮 像 装 置 の 全 体 構 成 を 示 し た も の で 、 被 検 体 １ に 対 し て
超 音 波 を 、 Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 を 取 得 す る リ ニ ア （ ｌ ｉ ｎ ｅ ａ ｒ ） 型 に 電 子 走 査 す る よ う に
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し た 超 音 波 撮 像 装 置 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 超 音 波 撮 像 装 置 は 、 探 触 子 部 １ ０ １ 、 送 受 信 部 １ ０ ２ 、 画 像 合 成 手 段 ９ ０ 、 画 面 表
示 制 御 部 １ ０ ５ 、 表 示 部 １ ０ ６ 、 入 力 部 １ ０ ７ お よ び コ ン ト ロ ー ラ （ ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ
ｒ ） 部 １ ０ ８ を 含 ん で い る 。 ま た 、 画 像 合 成 手 段 ９ ０ は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ 、 フ レ ー
ム （ ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） 処 理 部 １ ０ ４ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 探 触 子 部 １ ０ １ は 、 先 端 部 に 超 音 波 を 送 受 信 す る た め の 圧 電 素 子 が リ ニ ア 型 に 配 列 さ れ
、 こ の 圧 電 素 子 を 被 検 体 １ の 表 面 に 密 着 さ せ 、 被 検 体 １ 内 部 の 撮 像 を 行 う 。 こ こ で 、 圧 電
素 子 は 、 被 検 体 １ の 撮 像 範 囲 に 超 音 波 を 照 射 す る 一 方 で 、 被 検 体 １ 内 か ら 反 射 さ れ た 超 音
波 エ コ ー （ ｅ ｃ ｈ ｏ ） を 受 信 し な が ら 電 子 走 査 を す る 部 分 で あ る 。 探 触 子 部 １ ０ １ は 、 圧
電 素 子 が ア レ イ （ ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） 状 に 配 置 し て あ る と と も に 、 こ れ ら 圧 電 素 子 を 選 択 的 に 駆
動 す る ス イ ッ チ ン グ （ ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ） 回 路 も 内 蔵 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 送 受 信 部 １ ０ ２ は 、 探 触 子 部 １ ０ １ と 同 軸 ケ ー ブ ル （ ｃ ａ ｂ ｌ ｅ ） に よ っ て 接 続 さ れ 、
探 触 子 部 １ ０ １ の 圧 電 素 子 を 駆 動 す る た め の 電 気 信 号 を 発 生 す る と 同 時 に 、 受 信 し た 超 音
波 エ コ ー 信 号 の 初 段 増 幅 を 行 う 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ は 、 送 受 信 部 １ ０ ２ で 増 幅 さ れ た 超 音 波 エ コ ー 信 号 か ら 、 Ｂ モ ー
ド 画 像 情 報 を リ ア ル タ イ ム （ ｒ ｅ ａ ｌ 　 ｔ ｉ ｍ ｅ ） で 生 成 す る 処 理 を 行 う 部 分 で あ る 。 具
体 的 な 処 理 内 容 と し て は 、 例 え ば 、 受 信 し た 超 音 波 エ コ ー 信 号 の 遅 延 加 算 処 理 、 Ａ ／ Ｄ （
ａ ｎ ａ ｌ ｏ ｇ ／ ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ ） 変 換 処 理 お よ び 変 換 し た 後 の デ ジ タ ル （ ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ
） 情 報 を Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 と し て 生 成 す る 処 理 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４ は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ か ら の Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 に 、 フ レ ー ム
処 理 、 例 え ば 、 後 述 す る 画 像 情 報 の 合 成 処 理 等 を 行 い 、 画 面 表 示 制 御 部 １ ０ ５ へ 出 力 す る
。 な お 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ お よ び フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４ は 、 後 述 す る 合 成 画 像 情 報 を
合 成 す る 際 の 画 像 合 成 手 段 ９ ０ を な す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 面 表 示 制 御 部 １ ０ ５ は 、 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ （ ｓ ｃ ａ ｎ 　 ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｔ ｅ ｒ ） と も
呼 ば れ 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ で 生 成 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 の 表 示 フ レ ー ム レ ー ト （ ｆ
ｒ ａ ｍ ｅ 　 ｒ ａ ｔ ｅ ） 変 換 、 並 び に 、 リ ニ ア 、 コ ン ベ ッ ク ス （ ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｘ ） あ る い は セ
ク タ ー （ ｓ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ ） 等 の 画 像 表 示 形 態 の 変 換 、 さ ら に こ れ ら 画 像 の 表 示 位 置 等 の 制 御
を 行 う た め の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 入 力 部 １ ０ ７ は 、 キ ー ボ ー ド （ ｋ ｅ ｙ ｂ ｏ ａ ｒ ｄ ） あ る い は マ ウ ス （ ｍ ｏ ｕ ｓ ｅ ） 等 か
ら な り 、 オ ペ レ ー タ に よ る 操 作 入 力 情 報 、 例 え ば 、 被 検 体 １ の 個 人 情 報 、 Ｉ Ｄ 番 号 あ る い
は 撮 像 位 置 と か の 入 力 情 報 を コ ン ト ロ ー ラ 部 １ ０ ８ に 与 え る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 示 部 １ ０ ６ は 、 画 面 表 示 制 御 部 １ ０ ５ に よ っ て 表 示 フ レ ー ム レ ー ト 変 換 、 並 び に 画 像
表 示 形 態 変 換 や 表 示 位 置 が 制 御 さ れ た 画 像 情 報 を オ ペ レ ー タ に 対 し て 可 視 表 示 す る た め の
部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ 部 １ ０ ８ は 、 入 力 部 １ ０ ７ か ら 与 え ら れ た 操 作 入 力 情 報 、 並 び に 、 予 め 記
憶 し た プ ロ グ ラ ム （ ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｍ ） や デ ー タ （ ｄ ａ ｔ ａ ） に 基 づ い て 上 述 し た 超 音 波 撮
像 装 置 各 部 の 動 作 を 制 御 す る た め の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 つ づ い て 、 画 像 合 成 手 段 ９ ０ を な す Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ お よ び フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４
の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ は 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ お よ び フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４ の 構 成
を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ は 、 メ モ リ （ ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） ２
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０ １ お よ び 設 定 手 段 ２ ０ ２ を 含 み 、 フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４ は 、 演 算 部 ２ １ ２ お よ び メ モ リ
２ １ １ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ３ は 、 送 受 信 部 １ ０ ２ か ら 、 深 さ 方 向 に 送 信 フ ォ ー カ ス 位 置 の 異 な
る 複 数 の Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 （ 以 下 、 部 分 画 像 情 報 と 称 す る ） を 、 メ モ リ ２ ０ １ に 読 み 込 む
。 こ の 部 分 画 像 情 報 は 、 深 さ 方 向 の 送 信 フ ォ ー カ ス 位 置 が 浅 い も の か ら 、 順 に 、 部 分 画 像
情 報 １ ０ 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ お よ び 部 分 画 像 情 報 ３ ０ の ３ つ が 取 得 さ れ 、 各 々 深 さ 方 向 の
撮 像 位 置 が 異 な る 。 な お 、 受 信 フ ォ ー カ ス 位 置 は 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ で 共 通 の 位 置
に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 部 分 画 像 情 報 の 数 は 、 ３ つ に 限 定 さ れ ず 、 ２ つ あ る い は ４ つ 等 で も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、 こ れ ら 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ か ら 、 相 関 関 数 値 の 算 出 あ る い は ス
ペ ク ト ル （ ｓ ｐ ｅ ｃ ｔ ｒ ｕ ｍ ） の 算 出 等 の 演 算 、 お よ び 合 成 情 報 で あ る 、 区 切 り 線 の 位 置
の 算 定 を 行 う 。 そ し て 、 フ レ ー ム 処 理 部 １ ０ ４ は 、 メ モ リ ２ ０ １ か ら の 部 分 画 像 情 報 １ ０
～ ３ ０ お よ び 設 定 手 段 ２ ０ ２ か ら の 区 切 り 線 の 位 置 情 報 か ら 、 演 算 部 ２ １ ２ に お い て 、 合
成 画 像 情 報 ４ ０ を 作 成 し 、 画 面 表 示 制 御 部 １ ０ ５ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ か ら 、 合 成 画 像 情 報 ４ ０ が 合 成 さ れ る 過 程 を 模 式 的 に
示 し た 図 で あ る 。 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ は 、 圧 電 素 子 の 配 列 方 向 で あ る 走 査 方 向 お よ び
超 音 波 の 進 行 方 向 で あ る 深 さ 方 向 に ２ 次 元 的 に 配 列 さ れ る 画 素 か ら な る 。 こ こ で 、 部 分 画
像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ は 、 取 得 さ れ る 画 像 情 報 の 深 さ 方 向 の 位 置 が 異 な り 、 番 号 順 に よ り 深 い
位 置 に お け る 画 像 情 報 が 取 得 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ で は 、 深 さ 方 向 位 置 の 座 標 は 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ お よ び 合 成 画 像 情 報 ４ ０ で
共 通 の 座 標 軸 を 形 成 し 、 浅 い 方 か ら 部 分 画 像 情 報 １ ０ 、 中 程 度 の 深 さ は 部 分 画 像 情 報 ２ ０
、 深 い 方 は 部 分 画 像 情 報 ３ ０ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 部 分 画 像 情 報 １ ０ は 、 深 さ 方 向 に 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ と 重 な り 合 う 重 畳 領 域 １ １ を 有 す
る 。 ま た 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ も 同 様 に 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ と 重 な り 合 う 重 畳 領 域 ２ １ を 有
す る 。 そ し て 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ は 、 走 査 方 向 お よ び 深 さ 方 向 に 全 く 同 一 の 画 素 数
を 有 す る 。 な お 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ お よ び 部 分 画 像 情 報 ３ ０ も 、 全 く 同 様 に 重 畳 領 域 ２ ２
お よ び ３ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ を 合 成 し 合 成 画 像 情 報 ４ ０ を 生 成 す る 際 に 、 演 算 部 ２ １ ２ は 、
部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ の 境 界 を な す 区 切 り 線 １ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ お よ び ３ ２ の 位 置 で 、 部
分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ の 分 割 を 行 う 。 こ こ で 、 演 算 部 ２ １ ２ は 、 重 畳 領 域 の み か ら な る 画
像 情 報 部 分 を 棄 却 し 、 こ れ 以 外 の 画 像 情 報 部 分 を 用 い て 、 画 像 の 合 成 を 行 う 。 従 っ て 、 合
成 画 像 情 報 ４ ０ の 貼 り 合 わ せ 位 置 で あ る 境 界 を な す 区 切 り 線 ４ ２ お よ び ４ ３ の 位 置 は 、 区
切 り 線 １ ２ お よ び ２ ３ 、 並 び に 、 区 切 り 線 ２ ４ お よ び ３ ２ の 深 さ 方 向 位 置 と 一 致 す る 。 な
お 、 図 ３ に 示 す 合 成 画 像 情 報 ４ ０ の 境 界 を な す 区 切 り 線 ４ ２ お よ び ４ ３ は 、 単 に 画 像 の 合
成 位 置 を 示 す も の で あ り 、 画 像 内 に 表 示 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 合 成 の 際 に 境 界 を な す 区 切 り 線 １ ２ お よ び ２ ３ 、 並 び に 、 ２ ４ お よ び ３ ２ の 深 さ 方 向 位
置 は 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ 、 並 び に 、 重 畳 領 域 ２ ２ お よ び ３ ２ の 中 か ら 、 最 適 な も の
が 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ に よ り 、 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 つ づ い て 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ の 動 作 に つ い て 図 ４ を 用 い て 説 明 す
る 。 図 ４ は 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ を 用 い て 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ お よ び ２ ０ の 重 畳 領 域 １ １ お よ
び ２ １ か ら 、 区 切 り 線 位 置 を 決 定 す る 動 作 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、
重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ 、 並 び に 、 重 畳 領 域 ２ ２ お よ び ３ ２ の 中 か ら 、 深 さ 方 向 に 最 適 な

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-111053 A 2005.4.28



区 切 り 線 位 置 を 選 択 す る 。 こ こ で 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、 重 畳 領 域 １ １ ， ２ １ 、 ２ ２ お よ び
３ ２ の 深 さ 方 向 に 評 価 パ ラ メ ー タ （ ｐ ａ ｒ ａ ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ ） 値 を 算 定 し 、 重 畳 領 域 １ １ お よ
び ２ １ 、 並 び に 、 重 畳 領 域 ２ ２ お よ び ３ ２ で 、 こ の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 一 致 す る 深 さ
方 向 位 置 を 、 区 切 り 線 １ ２ お よ び ２ ３ の 位 置 、 並 び に 、 区 切 り 線 ２ ４ お よ び ３ ２ の 位 置 と
す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 、 輝 度 を 現 す 画 素 値 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル あ る い は 自 己 相
関 関 数 等 が 用 い ら れ る 。 そ こ で 、 最 初 に 、 輝 度 を 現 す 画 素 値 を 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と す る
場 合 を つ ぎ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ は 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 画 素 値 を 用 い る 場 合 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 設 定 手 段 ２
０ ２ は 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ の 画 素 値 に 対 し て 、 深 さ 方 向 位 置 ご と に 、 走 査 方 向 の 平
均 値 を 求 め る 。 図 ４ で は 、 重 畳 領 域 １ １ に お い て 、 浅 い 位 置 か ら 順 次 、 走 査 方 向 の 平 均 値
Ｐ １ 、 Ｐ ２ ・ ・ ・ を 求 め 、 重 畳 領 域 ２ １ に お い て 、 浅 い 位 置 か ら 順 次 、 走 査 方 向 の 平 均 値
Ｑ １ 、 Ｑ ２ ・ ・ ・ を 求 め る 。 な お 、 図 ４ で は 、 平 均 を 行 う 画 素 位 置 を 重 畳 領 域 １ １ お よ び
２ １ 内 の 矢 印 で 模 式 的 に 示 し た が 、 矢 印 の 向 き で 示 さ れ る 平 均 を 行 う 順 序 は 、 特 に 限 定 さ
れ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の 後 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ の 、 深 さ 方 向 位 置 が 同 一 の 平 均 値
の 差 分 、 Ｐ ｉ ― Ｑ ｉ （ ｉ は 、 深 さ 方 向 位 置 を 示 す パ ラ メ ー タ ） を 求 め 、 こ の 差 分 が 最 も 小
さ い 深 さ 方 向 位 置 ｉ を 区 切 り 線 １ ２ お よ び ２ ３ の 位 置 と す る 。 な お 、 重 畳 領 域 ２ ２ お よ び
３ １ に 対 し て も 、 全 く 同 様 に 区 切 り 線 ２ ４ お よ び ３ ２ の 位 置 が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 、 走 査 方 向 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 用 い る こ と も で き る 。
こ の 場 合 に は 、 図 ４ に 示 し た 平 均 値 Ｐ １ 、 Ｐ ２ ・ ・ ・ あ る い は Ｑ １ 、 Ｑ ２ ・ ・ ・ の 代 わ り
に 、 走 査 方 向 の 画 素 値 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル Ｓ Ｐ １ 、 Ｓ Ｐ ２ ・ ・ ・ あ る い は Ｓ Ｑ １ 、 Ｓ Ｑ ２
・ ・ ・ が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 差 分 Ｐ ｉ ― Ｑ ｉ の 代 わ り に 、 例 え ば 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル の
差 分 Ｓ Ｐ ｉ ― Ｓ Ｑ ｉ を 走 査 方 向 に 加 算 し た も の が 、 最 も 小 さ い 深 さ 方 向 位 置 ｉ を 区 切 り 線
１ ２ お よ び ２ ３ の 位 置 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 深 さ 方 向 の 自 己 相 関 関 数 を 用 い る こ と も で き る 。 自 己 相
関 関 数 は 、 画 像 デ ー タ の 冗 長 性 を 現 す パ ラ メ ー タ で 、 深 さ 方 向 の 画 素 値 の 差 分 と 等 価 で あ
る こ と が 数 学 的 に 知 ら れ て い る 。 そ こ で 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １ の
、 走 査 方 向 位 置 ご と に 、 深 さ 方 向 位 置 の 自 己 相 関 関 数 値 を 求 め る 。 こ こ で は 、 重 畳 領 域 １
１ お よ び ２ １ の 深 さ 方 向 の 画 素 値 の 平 均 値 を 求 め 、 深 さ 方 向 位 置 ご と の 、 こ の 平 均 値 か ら
の 差 分 を 自 己 相 関 関 数 値 と す る 。 そ の 後 、 こ の 自 己 相 関 関 数 値 を 走 査 方 向 に 平 均 し た 自 己
相 関 平 均 値 を 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ に 、 自 己 相 関 平 均 値 の 一 例 を 示 す 。 図 ５ （ Ａ ） は 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ 全 体 に 渡 る 自
己 相 関 平 均 値 を 示 す 図 で あ り 、 図 ５ （ Ｂ ） は 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ 全 体 に 渡 る の 自 己 相 関 平
均 値 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 横 軸 は 、 深 さ 方 向 位 置 を 示 し 、 縦 軸 は 、 自 己 相 関 平 均 値 を
示 し て い る 。 図 ５ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） で は 、 自 己 相 関 平 均 値 が 、 重 畳 領 域 １ １ お よ び ２ １
で 、 共 に 存 在 し て お り 、 こ の 領 域 で 自 己 相 関 平 均 値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 位 置 を 、 区 切
り 線 １ ２ お よ び ２ ３ の 位 置 と す る 。 な お 、 部 分 画 像 情 報 ２ ０ お よ び ３ ０ に 対 し て も 、 全 く
同 様 に 区 切 り 線 ２ ４ お よ び ３ ２ 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 述 し て き た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 重 畳 領 域 １ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ お よ び ３ １ に お け
る 境 界 を な す 区 切 り 線 １ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ お よ び ３ ２ の 位 置 を 、 輝 度 を 現 す 画 素 値 、 周 波 数
ス ペ ク ト ル あ る い は 自 己 相 関 関 数 等 を 用 い た 深 さ 方 向 の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 を 算 定 し 、 こ の
評 価 パ ラ メ ー タ 値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 位 置 に 設 定 す る こ と と し て い る の で 、 輝 度 、 周
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波 数 ス ペ ク ト ル あ る い は 自 己 相 関 関 数 値 が 最 も 近 似 す る 深 さ 方 向 位 置 に 区 切 り 線 １ ２ 、 ２
３ 、 ２ ４ お よ び ３ ２ を 設 定 し 、 ひ い て は 、 合 成 画 像 情 報 ４ ０ の 境 界 を な す 区 切 り 線 ４ ２ あ
る い は ４ ３ の 前 後 に お け る 、 画 質 の 不 連 続 的 な 変 化 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値 は 、 重 畳 領 域 １ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ お よ び ３ １
で 、 深 さ 方 向 位 置 ご と に 算 定 さ れ た が 、 各 重 畳 領 域 １ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ お よ び ３ １ で 、 す べ
て の 深 さ 方 向 位 置 の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 の 平 均 値 を 求 め 、 こ の 平 均 値 で 評 価 パ ラ メ ー タ 値 の
補 正 を 行 う こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 重 畳 領 域 を 被 う 大 き さ の 臓 器 を 含 む 場 合 に 、 こ の
臓 器 固 有 の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 へ の 寄 与 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 自 己 相 関 関 数 値 を 求 め る 際 に 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ に 平
均 あ る い は 差 分 を 行 っ た が 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ に ロ ー パ ス フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後
で 平 均 あ る い は 差 分 を 行 う こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ノ イ ズ の 影 響 の 少 な い 評 価 パ ラ メ
ー タ 値 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 重 畳 領 域 １ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ お よ び ３ １ で 、 評 価 パ ラ メ ー タ 値
が 最 も 近 似 す る 位 置 に 境 界 を な す 区 切 り 線 １ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ お よ び ３ ２ を 設 け 、 部 分 画 像
情 報 １ ０ ～ ３ ０ の 合 成 を 行 っ た が 、 合 成 の 際 に 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ ～ ３ ０ の 輝 度 補 正 を 行
い 、 合 成 画 像 情 報 ４ ０ の 区 切 り 線 ４ ２ お よ び ４ ３ 前 後 に お け る 輝 度 を 、 連 続 的 に 変 化 さ せ
る こ と も で き る 。 例 え ば 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ お よ び ２ ０ の 合 成 を 行 う 場 合 に は 、 区 切 り 線
１ ２ 上 の 画 素 値 の 平 均 値 お よ び 区 切 り 線 ２ ３ 上 の 画 素 値 の 平 均 値 を 求 め 、 こ れ ら 平 均 値 の
比 率 か ら 補 正 係 数 が 決 定 さ れ 、 部 分 画 像 情 報 １ ０ あ る い は ２ ０ の す べ て の 画 素 値 の 補 正 が
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 設 定 手 段 ２ ０ ２ は 、 境 界 を な す 区 切 り 線 １ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ お
よ び ３ ２ の 位 置 を 自 動 で 設 定 す る こ と と し た が 、 オ ペ レ ー タ が 手 動 で 区 切 り 線 を 設 定 で き
る よ う に す る 手 動 設 定 手 段 を 設 け る こ と も で き る 。 こ れ に よ れ ば 、 手 動 設 定 手 段 に よ り 、
例 え ば 、 初 期 設 定 の 区 切 り 線 位 置 と 自 動 設 定 さ れ る 区 切 り 線 位 置 の 中 間 に 、 オ ペ レ ー タ の
好 み に よ り 、 合 成 画 像 情 報 ４ ０ の 区 切 り 線 ４ ２ お よ び ４ ３ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 リ ニ ア 型 走 査 に よ る Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 の 例 を 示 し た が 、 こ れ
に 限 定 さ れ ず 、 セ ク タ 型 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 の 電 子 式 走 査 あ る い は 機 械 式 走 査 、 さ ら に は 、
Ｂ モ ー ド 画 像 情 報 に 血 流 情 報 を 上 書 き す る カ ラ ー フ ロ ー マ ッ ピ ン グ （ Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 Ｆ ｌ ｏ
ｗ 　 Ｍ ａ ｐ ｐ ｉ ｎ ｇ ） 等 に 用 い る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 超 音 波 撮 像 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 の Ｂ モ ー ド 処 理 部 お よ び フ レ ー ム 処 理 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 の 部 分 画 像 情 報 か ら 合 成 画 像 情 報 を 合 成 す る 過 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 、 画 素 値 を 用 い た 場 合 の 一 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 の 評 価 パ ラ メ ー タ 値 と し て 、 自 己 相 関 関 数 を 用 い た 場 合 の 一 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ 　 被 検 体
１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 　 部 分 画 像 情 報
１ １ 、 ２ １ 、 ２ ２ 、 ３ １ 　 重 畳 領 域
１ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 　 区 切 り 線
４ ０ 　 合 成 画 像 情 報
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９ ０ 　 画 像 合 成 手 段
１ ０ １ 　 探 触 子 部
１ ０ ２ 　 送 受 信 部
１ ０ ３ 　 Ｂ モ ー ド 処 理 部
１ ０ ４ 　 フ レ ー ム 処 理 部
１ ０ ５ 　 画 面 表 示 制 御 部
１ ０ ６ 　 表 示 部
１ ０ ７ 　 入 力 部
１ ０ ８ 　 コ ン ト ロ ー ラ 部
２ ０ １ 、 ２ １ １ 　 メ モ リ
２ ０ ２ 　 設 定 手 段
２ １ ２ 　 演 算 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：实现一种超声成像设备，该超声成像设备在执行多阶段聚
焦时减少图像边界的不连续变化。 解决方案：使用表示亮度，频谱或自
相关函数的像素值在深度方向上评估形成重叠区域11、21、22和31边界
的定界线12、23、24和32的位置。 计算参数值，并将评估参数值设置为
最接近深度方向的位置。 分别设置为，24和32，最终可以减少形成合成
图像信息40边界的分割线42或43前后图像质量的不连续变化。 [选择图]
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